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来
年
の
6
月
に
岐
阜
県
で
開
催
さ
れ

る
、
第
30
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

に
向
け
、
10
月
15
日（
木
）、
回
遊
旗
リ

レ
ー
揖
斐
川
出
発
式
が
、
徳
山
ダ
ム
サ
イ

ト
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
水
産
資
源
の
維
持
や
培

養
と
海
や
湖
、
沼
、
河
川
の
環
境
保
全
に

対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ

れ
る
国
民
的
行
事
で
、
河
川
で
の
開
催
は

全
国
で
初
め
て
で
す
。
水
産
振
興
と
水
と

の
共
生
を
テ
ー
マ
に
、
川
上
か
ら
川
下
ま

で
の
森
、
川
、
海
を
一
体
と
し
た
取
組
み

を
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

回
遊
旗
リ
レ
ー
ス
タ
ー
ト
！

森
か
ら
川
へ
、
そ
し
て
海
へ
　
〜
上
下
流
域
を
リ
レ
ー
で
つ
な
ぐ
〜

▲上流から船で運ばれてきた回遊旗

回
遊
旗
リ
レ
ー
は
、
海
づ
く
り
大
会
の

P
R
を
図
り
、
気
運
を
高
め
よ
う
と
岐
阜

県
が
主
催
で
行
な
わ
れ
、
揖
斐
川
、
長
良

川
、
木
曽
川
な
ど
8
つ
の
流
域
で
、
こ
の

日
に
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
回
遊
旗
は
、
川

と
海
を
行
き
来
す
る
、
鮎
や
あ
ま
ご
な
ど

の
回
遊
魚
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
10
月
か
ら
12

月
ま
で
は
川
下
へ
、
来
年
の
2
月
か
ら
4

月
に
は
、
川
上
へ
の
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
、

大
会
当
日
に
は
、
各
流
域
の
回
遊
旗
が
会

場
に
集
結
し
ま
す
。

出
発
式
は
、
揖
斐
川
最
上
流
部
よ
り
、

船
に
乗
っ
て
運
ば
れ
て
き
た
回
遊
旗
を
、

園
児
た
ち
の
鼓
隊
演
奏
に
合
わ
せ
参
加
者

▲揖斐川流域の回遊旗

「
ヤ
マ
リ
ン
」
の
祖
先
は
、
岐
阜

の
清
流
に
住
ん
で
い
た
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
で
し
た
。
あ
る
日
、
大

雨
、
雷
、
大
洪
水
に
よ
り
、
海
へ
流

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
シ
ョ
ッ
ク

で
海
で
も
生
活
で
き
る
能
力
を
授
か

り
ま
し
た
。
森
、
川
、
海
ど
こ
で
も

育
つ
こ
と
の
で
き
る
「
ヤ
マ
リ
ン
」

は
、
ま
さ
に
清
流
を
こ
よ
な
く
愛
す

る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
の
で
す
。

頭
は
緑
で
「
山
」
の
形
を
し
て
い

て
、
豊
か
な
「
山（
森
）」
を
表
し
て

い
ま
す
。
ピ
ン
ク
の
花
は
県
の
花

「
れ
ん
げ
草
」
で
す
。
体
は
上
流
か

ら
下
流
、
そ
し
て
海
に
つ
な
が
る
た

く
さ
ん
の
「
川
」
を
表
し
て
い
ま
す
。

足
は
水
色
を
バ
ッ
ク
に
白
い
水
玉
模

様
で
、
豊
か
な
「
海
」
を
表
し
て
い

ま
す
。

名
前
の
由
来
は
、山
の「
ヤ
マ
」
と

海
の「
マ
リ
ン
」を
表
し
て
い
ま
す
。

海
づ
く
り
大
会
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

海
づ
く
り
大
会
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 

 

海
づ
く
り
大
会
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

海
づ
く
り
大
会
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 

 

海
づ
く
り
大
会
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 

 

全
員
で
迎
え
た
ほ
か
、
揖
斐
川
下
流
域
ま

で
の
リ
レ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
小
中
学
生

に
よ
る
回
遊
旗
ミ
ニ
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
久
瀬
、
坂
内
中
学
校
の
生

徒
に
よ
る
「
走
る
川
」
の
合
唱
と
、
森
と

川
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
海
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
久
瀬
、
坂
内
中
学
校
の
生
徒
代
表
が

読
み
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
回
遊
旗
は
、
町
内
8
か
所
の
小
学

校
を
巡
り
、
10
月
21
日（
水
）に
池
田
町
へ

引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
は
、
子
ど

も
た
ち
が
主
役
と
な
っ
て
、
森
、
川
、
海

が
一
体
と
な
っ
た
自
然
環
境
の
保
全
の
大

切
さ
を
発
信
し
、清
流
ぎ
ふ
を
ア
ピ
ー
ル
、

そ
し
て
、
平
成
24
年
に
開
催
の
ぎ
ふ
清
流

国
体
・
ぎ
ふ
清
流
大
会
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

▲小中学生による回遊旗ミニリレーの様子
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10
月
18
日（
日
）、
谷
汲
長
瀬
の
湯ゆ

谷や

た

め
池
で
、
3
年
ぶ
り
に
農
業
用
た
め
池
の

生
態
系
保
全
を
目
的
と
し
た
、
水
生
生
物

調
査
と
外
来
種
の
駆
除
活
動
が
行
わ
れ
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
捕
獲
さ
れ
た
の
は
、
ド
ジ
ョ

ウ
・
イ
シ
ガ
メ
・
ヤ
ゴ
な
ど
で
、
幸
い
に

も
外
来
種
は
発
見
さ
れ
ず
生
態
系
は
保
全

さ
れ
て
お
り
、捕
獲
さ
れ
た
水
生
生
物
は
、

下
流
の
府ふ

内な
い

川が
わ

に
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
取
組
み
が
、
森
や
川
の
海

の
豊
か
な
恵
み
を
、
子
ど
も
た
ち
へ
引
き

継
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
協
賛
事
業

生
態
系
保
全
に
外
来
種
を
駆
除

▲外来種駆除活動の様子

第
3
回
揖
斐
川
町
消
防
教
練
会
が
、
11

月
1
日（
日
）、
市
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

◎
総
　
合

優
　
勝

大
和
分
団

準
優
勝

小
島
分
団

3

位

本
　
　
部

◎
小
隊
訓
練
の
部

優
　
勝

小
島
分
団

準
優
勝

大
和
分
団

3

位

本
　
　
部

◎
各
個
訓
練
の
部

優
　
勝

大
和
分
団
　
第
3
班

準
優
勝

大
深
分
団
　
第
3
班

3

位

小
島
分
団
　
第
3
班

4

位

大
和
分
団
　
第
2
班

5

位

小
島
分
団
　
第
2
班

6

位

揖
斐
分
団
　
第
1
班

7

位

清
水
分
団
　
第
1
班

8

位

本
　
　
部
　
第
1
班

9

位

北
方
分
団
　
第
2
班

10

位

永
分
団
　
第
3
班

◎
団
長
賞

最
優
秀
指
揮
者
賞
揖
斐
分
団

細ほ
そ

野の

真ま
こ
と

優
秀
指
揮
者
賞
　
大
和
分
団

今い
ま

村む
ら

浩ひ
ろ

樹き

優
秀
指
揮
者
賞
　
大
深
分
団

竹た
け

中な
か

康や
す

典の
り

優
秀
指
揮
者
賞
　
清
水
分
団

高た
か

橋は
し

輝て
る

幸ゆ
き

〜
規
律
動
作
を
競
い
合
う
〜

消
防
教
練
会
開
催
！

参
加
者
の
一
人
は
「
本
番
の
国
体
開
催

ま
で
3
年
を
切
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
審

判
技
術
の
向
上
の
た
め
努
力
し
て
い
き
た

い
。」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

役
場
で
は
、
国
体
開
催
時
に
審
判
員
と

し
て
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
方
を
計
画
的
に

養
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
38
人
の
方

が
審
判
資
格
講
習
会
を
受
講
さ
れ
ま
し

た
。
来
年
も
4
月
に
講
習
会
を
開
催
予
定

で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
役
場（
国
体

準
備
室
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲選手の動きを注意深く観察する参加者

平
成
24
年
開
催
の
国
体
に
向
け
、
カ

ヌ
ー
競
技
の
審
判
技
術
の
習
得
を
目
的
に

実
地
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

9
月
27
日（
日
）は
、
国
体
カ
ヌ
ー
競
技

開
催
予
定
地
で
あ
る
朝
鳥
公
園
付
近（
上

野
）の
揖
斐
川
で
開
催
さ
れ
た
、
県
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
、
17
人
が
実
地
研
修
に
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
25
日（
日
）に
は
、
豊
田
市
の
矢
作

川
で
行
わ
れ
た
日
本
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム

選
手
権
大
会
に
22
人
が
審
判
員
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。
初
め
て
公
式
大
会
の
審
判

を
行
う
こ
と
に
な
り
不
安
気
味
な
参
加
者

で
し
た
が
、
選
手
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
も
な

く
大
会
終
了
後
は
審
判
技
術
に
自
信
が
持

て
た
よ
う
で
し
た
。

ぎ
ふ
清
流
国
体
の
カ
ヌ
ー
競
技
開
催
に
向
け

カ
ヌ
ー
審
判
技
術
を
取
得
！

▲役員から説明を受ける参加者（豊田市）
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10
月
10
日（
土
）は
春
日
上か

み

ヶが

流れ

地
区
、

11
日（
日
）に
は
春
日
下し

も

ヶが

流れ

地
区
で
、
太

鼓
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
太
鼓
踊
り
は
、
豊
年
祈
願
や
感
謝

の
踊
り
と
し
て
古
く
か
ら
人
々
に
親
し
ま

れ
、
岐
阜
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

鮮
や
か
な
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
踊
り

手
が
太
鼓
を
付
け
鉦
や
笛
の
音
色
に
合
わ

せ
て
踊
る
姿
は
と
て
も
華
麗
で
す
。

春
日
地
域
の
伝
統
文
化

上
ヶ
流
地
区
と
下
ヶ
流
地
区
で
太
鼓
踊

▲上ヶ流太鼓踊りを披露する保存会の皆さん

上
ヶ
流
、
下
ヶ
流
地
区
の
踊
り
は
、
踊

り
の
輪
の
中
心
に
「
ザ
イ
」
と
呼
ば
れ
る

先
端
に
き
れ
い
な
布
が
つ
い
た
棒
状
の
物

を
持
っ
た
踊
り
手
が
い
ま
す
。
周
り
を
囲

む
10
人
あ
ま
り
の
踊
り
手
は
、
お
囃
子
に

合
せ
、
胸
に
抱
え
た
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し

な
が
ら
、
時
に
は
ゆ
っ
く
り
と
時
に
は
激

し
く
踊
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
各
地
域
の
神

社
な
ど
、
数
か
所
で
お
昼
か
ら
夜
ま
で
か

け
て
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
が
、
心
を
合
わ
せ
て
伝

統
芸
能
を
受
け
継
ぐ
こ
と
で
、
地
域
の
つ

な
が
り
が
よ
り
強
い
も
の
に
な
っ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

▲下ヶ流太鼓踊りを披露する保存会の皆さん

秋
を
満
喫
！

藤
橋
ど
ん
ど
ん
秋
ま
つ
り

▲園児による手話ソングの様子

10
月
11
日
（
日
）、
坂
内
広ひ

ろ

瀬せ

地
区
で

秋
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

広
瀬
の
秋
ま
つ
り
は
、
農
作
物
の
収
穫

に
感
謝
す
る
行
事
と
し
て
、
古
く
か
ら
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

広
瀬
神
社
で
は
、
多
く
の
観
衆
が
見
守

る
中
、
広
瀬
地
区
に
伝
わ
る
太
鼓
踊
り
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

広
瀬
地
区
に
は
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
広

瀬
の
太
鼓
踊
り
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

農
作
物
の
収
穫
に
感
謝
！

坂
内
広
瀬
で
秋
ま
つ
り

▲広瀬の太鼓踊りを披露する保存会の皆さん

10
月
11
日（
日
）、
揖
斐
川
町
鶴つ

る

見み

の
藤

橋
城
公
園
で
、
藤
橋
ど
ん
ど
ん
秋
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
野
外
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
色
づ
き
始
め
た
山
々
を
背
景
に
、

地
元
の
ふ
じ
は
し
権
現
太
鼓
で
は
じ
ま

り
、
保
育
園
児
の
鼓
隊
演
奏
や
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
藤
橋
城
や
西
美
濃
天
文
台
が
無

料
開
放
さ
れ
た
ほ
か
、
宇
宙
服
の
展
示
や

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
の
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
内
で
は
地
元
物
産

品
の
販
売
、
プ
ラ
ン
タ
ー
や
お
手
玉
つ
く

り
な
ど
の
体
験
も
行
わ
れ
、
秋
の
一
日
を

満
喫
し
ま
し
た
。
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か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
10
月
29

日
（
木
）
に
、
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館

は
、
平
成
9
年
4
月
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、

12
年
あ
ま
り
が
経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
だ

た
め
、
改
修
工
事
を
行
な
い
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
式
典
で

は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
か
す
が
保
育
園
の

4
歳
児
と
5
歳
児
に
よ
る
鼓
隊
演
奏
が
行

わ
れ
、
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

〜
薬
草
や
さ
ざ
れ
石
な
ど
地
域
資
源
を
発
信
し
活
性
化
に
〜

地
域
の
拠
点
か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

▲テープカットには園児も参加

ま
た
、
先
着
100
人
に
特
産
品
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
た
ほ
か
、
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
体

験
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

改
修
は
、
建
物
外
壁
の
全
面
塗
り
替
え

や
施
設
内
の
浴
槽
内
部
の
改
修
、
濾
過
器

な
ど
機
械
設
備
取
替
、
照
明
、
換
気
扇
な

ど
の
電
気
設
備
の
改
修
な
ど
で
す
。

ご
家
族
、
ご
友
人
な
ど
、
お
誘
い
合
わ

せ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
か
す
が
モ
リ

モ
リ
村
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▲リニューアルされたリフレッシュ館

11
月
の
「
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調

月
間（
内
閣
府
主
唱
）」
に
合
わ
せ
、
11
月

2
日（
月
）、
町
内
2
か
所
で
、
街
頭
啓
発

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
揖
斐
川
町
青
少
年
育
成

町
民
会
議
が
主
催
。青
少
年
育
成
推
進
員
、

保
護
司
会
や
更
生
保
護
女
性
会
の
皆
さ
ん

に
加
え
、
県
立
揖
斐
高
等
学
校
の
M
S

リ
ー
ダ
ー
ズ
の
皆
さ
ん
が
、
啓
発
用
品
の

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
チ
ラ
シ
を
配
布

し
、
運
動
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
機
に
、
青
少
年
の
社
会
で

の
自
立
、
生
活
習
慣
の
見
直
し
を
促
し
、

青
少
年
を
犯
罪
や
有
害
環
境
等
か
ら
守
る

た
め
の
取
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

〜
青
少
年
地
域
で
守
ろ
う
育
て
よ
う
〜

街
頭
啓
発
活
動
を
実
施
！

▲街頭啓発の様子（揖斐駅前にて）

〜
清
流
を
次
代
へ
〜

川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
！

▲河川沿いのごみを拾う参加者の皆さん

10
月
25
日（
日
）、
町
内
全
域
の
揖
斐
川

河
川
敷
を
中
心
に
、
川
と
海
の
ク
リ
ー
ン

大
作
戦
が
行
わ
れ
、
揖
斐
建
設
業
協
会
、

町
内
小
中
学
校
、
家
庭
倫
理
の
会
な
ど
の

各
種
団
体
や
地
域
住
民
を
合
わ
せ
お
よ
そ

900
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
組
み
は
、
ご
み
を
捨
て
な
い
心

を
育
ん
で
も
ら
お
う
と
国
土
交
通
省
の
提

唱
で
行
わ
れ
て
お
り
、
各
自
治
体
や
賛
同

す
る
企
業
や
団
体
な
ど
が
ご
み
拾
い
を
行

な
う
事
業
で
す
。

こ
の
日
、
集
ま
っ
た
の
は
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
空
き
缶
、
粗
大
ご
み
な
ど
、
お
よ

そ
5
ト
ン
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
皆
さ
ん
で
美
し
い
水
辺
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
清
流
を
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
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